
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Release 

日   付    令和５年６月２９日 

担当所属    山梨県教育庁 生涯学習課 

課長   平賀 貴久子 

山梨県教育委員会  

 

○ 少年非行の減少や非行連鎖の防止等、少年の健全育成に向けて、青少年関係機

関や団体が緊密な連携を図るため、「令和５年度 山梨県少年サポートネット推進

協議会」を開催し、少年の立ち直り（少年サポートネット推進事業）に関する情

報共有や意見交換等を行います。 

 

◇ 開催日時   令和５年７月７日（金）午後２時から午後３時３０分まで 

◇ 開催場所   県庁防災新館４０９会議室 

（甲府市丸の内１－６－１） 

◇ 参加機関   別添のとおり 

◇ 議  題   ・ 設置要綱の改正について 

・ 少年非行の現状について 

        ・ 令和４年度の支援について 

        ・ その他 

 

 

 ※ 少年サポートネット推進事業について 

・少年非行の減少や非行連鎖の防止等を図るとともに、少年の立ち直りを支援するため、

教育委員会と警察本部が主体となり、平成３０年９月から事業を開始 

・関係機関と連携したネットワークを構築する中で、少年一人ひとりに適した伴走型の

各種支援（家庭支援、体験活動、学習支援、就労支援）を実施 

・事業開始以来、これまでに４０名の少年に各種支援を実施 

・支援対象は、非行等様々な問題を抱える少年及びその保護者 

  

 

       

【問い合わせ先】 

  山梨県教育庁 生涯学習課 

 青少年保護育成担当    副主査  笠井 隆徳 

ＴＥＬ： ０５５－２２３－１３５７   (県庁内線１６０７)   

  

 

令和５年度 山梨県少年サポートネット推進協議会の開催について 



機関・団体別 機　　　　　関　　　　　名

1 県民生活部　県民生活安全課

2 県民生活部　私学・科学振興課

3 子育て支援局　子ども福祉課

4 産業労働部　労政人材育成課

5 特別支援教育・児童生徒支援課

6 生涯学習課

7 生活安全部　少年・女性安全対策課

8 生活安全部　生活安全捜査課

9 刑事部　組織犯罪対策課

10 交通部　交通指導課

11 中央児童相談所

12 都留児童相談所

13 甲府保護観察所

14 法務少年支援センター甲府（甲府少年鑑別所）

15 山梨労働局

16 山梨県公立小中学校長会

17 山梨県高等学校長協会

18 山梨県少年補導員連絡協議会

19 山梨県たばこ商業協同組合連合会

20 山梨県小売酒販組合連合会

21 山梨県遊技業協同組合

22 国の機関 甲府家庭裁判所

○オブザーバー

青少年関係団体

別表　参加機関

知事部局

教育委員会

警察本部

県の機関

国の機関



農業体験や物作り体験、料理実習、軽スポーツ
など様々な体験活動を用意しています。
私たちと一緒に体を動かして汗を流し、色々な
ことを体験してみましょう。

勉強に興味が無い、勉強するきっかけが欲しい、
１人では勉強が出来ない、どこから勉強すれば
いいのか分からないなど学習で悩んでいるお
子さんには、教材を提供したり直接指導をして
学習機会を確保します。

働きたいけど就職活動の方法が分からない、
１人だと中々動けない、どんな仕事をしたいの
か分からないといった悩みを抱えている方に
面接の練習や職業体験、相談機関への同伴
といったサポートを行います。

概ね中学生から成人するまでの未成年

犯罪行為

Etc.

不登校
ひきこもりSNS依存 家庭内暴力

どんな子どもを支援してもらえるの？

喫煙、家出
深夜徘徊等 ゲーム依存 犯罪被害

お子さんが意欲的にサポートを受けられるよう
に、お子さんの不規則な生活習慣を改善した
り親子関係の修復を面接や定期的な連絡で
サポートします。また、心理等の検査を関係機
関に依頼します。

問題行動

第１ 体験活動

スマサポ支援の４本柱

第３ 就労支援 第４ 家庭支援

第２ 学習支援



少年サポートネット推進事業
《事務局》

山梨県教育委員会 生涯学習課
青少年保護育成担当

TEL 055-223-1357

面接

•お子さんや保護者と面接を行い、サポートの内容を説明します。

•聞き取りやアンケートを通して悩みや問題を把握します。

サポートの

計画

•お子さんの性格や抱えている問題に応じて目標達成（進学、就職、復学etc.）まで

の計画を立てます。

サポート中

•計画に基づいて４本柱の支援を中心に、関係機関と連携しながら継続的なサポート

を行います。

目標達成

•目標達成後も一定期間見守りを続けます。

•目標達成後も気軽に相談してください。

スマサポ
４つの特徴

○その１ お子さんの個性に応じた支援
・お子さんが抱えている悩みや問題はそれぞれ違い、原因も異なります。
・スマサポは抱えている悩みや個性に応じた支援方法を検討し、サポートします。

○その２ 伴走型の支援
・お子さんや保護者と話をしながら、お子さんのペースに合わせてサポートします。
・疲れたら休み、出来るときにやる。少しずつ前に進んでペースを作っていきます。

○その３ 出前型の支援
・仕事や家庭の事情で保護者が送迎ができない、１人で外に出ることができない
お子さんには私たちが出向いてサポートします。
・自宅の近くにある公民館等の公共施設を借りてサポートします。

○その４ 幅広い機関との連携
・法務少年支援センター、児童相談所、学校、警察本部を初めとする幅広い機関
と連携をしています。
・目標を達成するために多くの機関とタッグを組んで支援します。

スマサポ
支援の流れ

山梨県 スマサポ

過去の活動状況を掲載
しています。

お子さんの声
・初めは面倒くさいなと思いましたが今では楽しみ
な活動です。活動をとおして変化していく自分に自
信が付きました。
・体験活動は毎回違う内容で楽しみにしています。
・色々な人に話を聞いてもらうと心がすっきりします。
・高校に再入学するための手続きを教えてもらった
り手作りの教材を受け取り、無事に入学できました。

保護者の声
・毎回帰ってくると「楽しかった」と話をしてくれます。
親子で話をするきっかけになっています。
・学習や体験活動など、色々な面から支援を受けて
います。子どものペースに合わせてサポートを受け
ています。
・私が仕事で送迎ができなくても、会場まで送迎を
していただけるので助かっています。
・親子で農作業をして良い経験になりました。

スマサポでは学習支援、体験活動、職業体験等に協力していただけ
るボランティア（個人・企業）を募集しています。


